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な
な
い
ろ
の
思
い
を
つ
な
ぐ

　
架
け
橋
で
、
あ
り
つ
づ
け
た
い
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■労連リーダー役員セミナー開催される
■なないろ特集「なぜ？今、消費税増税が必要なの」
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取
り
巻
く
情
勢

「
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
、
輸
出
企
業
中

心
に
業
績
を
改
善
」「
円
安
＝
物
価
上
昇

を
伴
い
家
計
へ
影
響
」

　

昨
年
12
月
の
政
権
交
代
以
降
、
政
府
・
日
銀

が
物
価
上
昇
２
％
目
標
を
設
定
し
、
大
胆
な
金

融
政
策
な
ど
を
行
い
、
物
価
上
昇
、
円
安
が
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
輸
出

産
業
を
中
心
に
業
績
回
復
が
見
ら
れ
、
日
銀
が

２
０
１
３
年
10
月
に
発
表
し
た
景
気
判
断
で
も

「
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
円
安
は
、
化
石
燃
料
・
原
材

料
価
格
を
上
昇
さ
せ
、
電
気
料
金
の
負
担
増
な

ど
と
併
せ
て
、
川
上
の
企
業
を
中
心
に
経
営
を

圧
迫
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
円
安
の
影
響
を
受
け
て
消
費
者
物
価

は
、
ガ
ソ
リ
ン
代
・
光
熱
費
の
上
昇
、
輸
入
食

材
な
ど
を
中
心
と
し
た
食
料
品
な
ど
の
値
上
が

り
か
ら
足
元
の
消
費
者
物
価
は
対
前
年
同
月
比

＋
0.9
％
（
２
０
１
３
年
10
月
分
：
生
鮮
食
品
除

く
総
合
）
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
年
４
月
よ
り
消
費
税
率
引
き
上
げ

（
５
％⇒

８
％
）
が
決
定
し
て
お
り
、
こ
の
他
厚

生
年
金
保
険
料
の
引
き
上
げ
な
ど
も
加
味
す
る

と
、
総
務
省
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
家
計
負
担
は

年
収
３
０
０
万
円
以
上
４
０
０
万
円
未
満
世
帯

で
約
７
７
、０
０
０
円
程
度
増
え
る
見
通
し
と

な
り
ま
す
。

「
一
般
労
働
者
の
賃
金
水
準
は
改
善
の
兆

し
が
見
え
な
い
」

　

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
３
年
11
月

の
完
全
失
業
率
が
4,0
％
、
有
効
求
人
倍
率
は
直

近
２
ヶ
月
で
１
倍
を
超
え
る
な
ど
改
善
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
一
般
労
働
者
の
賃
金
水
準
は
、
ピ
ー

ク
時
の
１
９
９
７
年
比
較
で
▲
4.2
ポ
イ
ン
ト
と

改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
で
す
。

民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
予
測
に
よ
れ
ば
、「
賃
金

の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
消
費
に
対

す
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
デ
フ

レ
圧
力
が
継
続
、
実
質
的
な
物
価
上
昇
は
押
し

下
げ
ら
れ
た
ま
ま
に
な
る
」
と
予
測
し
て
い
ま

す
。

「
政
府
：
脱
デ
フ
レ
賃
上
げ
要
請
」

「
経
営
側
：
ベ
ア
容
認　

業
績
回
復
度
合

い
の
バ
ラ
ツ
キ
は
大
き
い
」

　

例
年
と
は
異
な
る
情
勢
の
一
つ
に
、
昨
年
よ

り
開
催
さ
れ
て
い
る
政
府
・
経
営
者
・
労
働
者

の
代
表
に
よ
る
「
経
済
の
好
循
環
実
現
に
向
け

た
政
労
使
会
議
」
に
お
い
て
、「
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
、
持
続
安
定
的
な
経
済
成
長
を
実
現
し

て
い
く
為
に
は
、
賃
上
げ
は
欠
か
せ
な
い
」
こ

と
か
ら
、
首
相
自
ら
各
企
業
へ
賃
上
げ
要
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。
更
に
政
・
労
・
使
間
で
は
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
拡
充
や
企
業
側
も

職
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
を
支

援
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

経
営
者
側
は
、「
輸
出
企
業
を
中
心
と
し
た
業

績
の
回
復
は
内
需
企
業
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

今
ま
で
「
論
外
」
と
し
て
き
た
ベ
ア
に
関
し
て

「
こ
こ
数
年
と
異
な
る
対
応
も
選
択
肢
に
な
る
」

と
の
表
現
で
容
認
し
ま
し
た
。
但
し
、
業
績
の

回
復
度
合
い
は
企
業
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
大

き
く
、「
持
続
的
な
企
業
の
成
長
へ
の
自
信
は
ま

だ
持
て
な
い
」「
賃
金
分
配
よ
り
も
成
長
持
続
に

向
け
た
投
資
が
必
要
」
と
の
見
解
も
根
強
く
あ

る
の
も
実
情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

上
部
団
体
方
針

「
連
合
：
１
％
以
上
ベ
ア
要
求
正
式
決
定
」

　

こ
う
い
っ
た
情
勢
の
中
、
日
本
最
大
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
（
＝
産
業
別
労
働
組
合
の

集
合
体
）
連
合
は
、
景
気
回
復
や
消
費
増
税
を

に
ら
み
賃
金
水
準
の
底
上
げ
が
必
要
だ
と
判
断

し
、
年
齢
や
勤

続
に
応
じ
て
賃

金
が
上
が
る
定

期
昇
給
で
２
％

を
確
保
し
た
う

え
で
、
す
べ
て

の
従
業
員
の
基

本
給
を
一
律
で

１
％
以
上
引
き

上
げ
る
ベ
ア
を

求
め
る
。
大
企

業
と
の
格
差
を

是
正
す
る
必
要

が
あ
る
中
小
企

業
で
は
配
分
の

ゆ
が
み
を
是
正

す
る
分
と
し
て
、

さ
ら
に
１
％
を

メ
ド
に
上
乗
せ

を
求
め
る
こ
と

を
正
式
決
定
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
非
正

規
労
働
者
に
対

し
て
は
、
物
価
上
昇
局
面
に
あ
る
こ
と
や
、
景

気
回
復
局
面
に
あ
る
こ
と
、
底
上
げ
、
底
支
え
、

格
差
是
正
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
30
円
を
目
安
に
時
給
引
き
上
げ
を
求
め
て

い
く
」
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年

春
季
労
働
条
件
交
渉
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

セブン＆アイグループ
労働組合連合会
会長　石合 弘二

産別労組 要求内容
自動車総連（トヨタ自動車、
ホンダ他）
電機連合（日立・パナソニッ
ク他）
基幹労連（新日鉄住金・三
菱重工業他）
私鉄総連（私鉄やバス他）

５年ぶり、ベアなど賃上げ
１％以上
代表的な職種で月４,０００円
以上
６年ぶり１４年・１５年度で
各３,５００円
基本給を月額で一律３,７００
円引き上げる《連合会長　古賀 伸明氏》

日本経済新聞
2014.1.16 掲載記事

朝日新聞
2014.1.16 掲載記事



3

　

こ
の
連
合
の
方
針
を
踏
ま
え
、
主
要
産
別
労

組
で
は
以
下
の
よ
う
な
ベ
ア
要
求
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

「
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
（
上
部
団
体
）：
す
べ
て

の
加
盟
組
合
が
賃
金
体
系
（
カ
ー
ブ
）
を

維
持
し
た
う
え
で
、一
人
平
均
賃
上
げ（
ベ

ア
）
を
要
求
す
る
」
こ
と
を
決
定
。

　

先
に
お
伝
え
し
た
連
合
方
針
を
受
け
、
流
通

や
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、
繊
維
、
化
学
の
労
働
組

合
を
中
心
に
構
成
す
る
上
部
団
体
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
と
し
て
、
今
次
春
季
労
働
条
件
改
善
交
渉
に

お
い
て
、「
す
べ
て
の
加
盟
組
合
で
統
一
し
て
賃

金
体
系
（
カ
ー
ブ
）
維
持
分
を
確
保
し
た
う
え

で
、
一
人
平
均
賃
上
げ
（
ベ
ア
）
を
要
求
す
る
」

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
短
時
間
組
合
員
の
定
期
昇
給
分
と
ベ

ア
に
つ
い
て
は
、
正
社
員
の
要
求
を
基
に
、「
賃

金
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
組
合
は
、
正
社
員

と
の
均
衡
度
合
い
を
考
慮
し
た
要
求
と
す
る
」

ま
た
、「
未
整
備
の
組
合
は
、
１
％
の
ベ
ア
を
含

め
30
円
を
目
安
と
し
て
時
間
給
の
引
き
上
げ
を

要
求
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
総
合
労
働
条
件
に
つ
い
て
、
健
康
で

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
と
れ
た
働
き
方
・
暮
ら

し
方
を
可
能
と
す
る
「
年
間
総
実
労
働
時
間
」

の
実
現
を
目
指
し
て
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
、

基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

「
統
一
闘
争
に
よ
っ
て
産
業
・
業
種
毎
の

公
正
労
働
基
準
の
確
立
を
目
指
す
」

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
上
部
団
体
で
あ
る
連

合
・
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
統
一
闘
争
に
参
加
し
、

労
働
条
件
改
善
交
渉
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

統
一
闘
争
は
、
産
業
・
業
種
の
労
働
組
合
の

組
織
力
を
背
景
に
、
公
正
労
働
基
準
（
＝
流
通
・

小
売
業
に
従
事
す
る
者
の
公
正
な
労
働
条
件
）

の
確
立
を
求
め
る
闘
争
で
す
。
統
一
闘
争
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
渉
力
を
高
め
、
必
要

に
応
じ
た
取
り
組
み
課
題
の
改
善
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　

そ
し
て
、
時
々
の
賃
金
を
決
定
す
る
要
素
は
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
消
費
者
物
価
含
む
経
済
環
境
、

失
業
率
や
有
効
求
人
倍
率
な
ど
を
踏
ま
え
た
労

働
力
の
価
値
指
標
、
産
業
や
地
域
に
お
け
る
賃

金
水
準
を
踏
ま
え
た
格
差
対
応
の
必
要
性
、
そ

し
て
、
企
業
業
績
含
む
経
営
環
境
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
た
う
え
で
、
労
組

と
会
社
の
交
渉
に
よ
っ
て
水
準
が
形
成
さ
れ
ま

す
。
特
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
デ
フ
レ
環

境
が
続
い
た
こ
こ
数
年
は
、
企
業
業
績
が
重
要

な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年　

春
季
労
働
条
件

交
渉
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　

過
日
発
表
さ
れ
た
３
～
11
月
期
決
算
は
、
中

核
子
会
社
で
あ
る
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
が
、既
存
店
売
上
高
前
年
同
月
比
１
．
８
％

増
と
牽
引
し
、「
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
連
結
営
業
利
益
で
最
高
益
を
更
新
」
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
事
業
会
社
毎
の
業
績
は
非

常
に
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
、
こ
の
後
２
年
連
続

で
実
施
さ
れ
る
予
定
の
消
費
税
増
税
な
ど
を
踏

ま
え
る
と
、
更
な
る
営
業
環
境
の
悪
化
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
進
化
や

携
帯
電
話
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
普
及
に

よ
り
、
お
客
様
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
買
い
物

が
可
能
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
新
事
業
（
オ

ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
）
構
想
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
全
て
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
を
統
合
し
、
多
種
多

様
な
商
品
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
購
入
し
、
グ

ル
ー
プ
各
店
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
、
自
宅
・

職
場
等
で
受
け
取
れ
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

く
方
向
性
で
す
。
更
に
、
取
り
扱
い
の
な
い
品

揃
え
を
補
完
す
る
為
、
昨
年
12
月
を
中
心
に
、

ニ
ッ
セ
ン
Ｈ
Ｄ
、
バ
ー
ニ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
、
天

満
屋
ス
ト
ア
、
バ
ル
ス
な
ど
の
株
式
取
得
や
業

務
提
携
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
様

な
取
り
組
み
や
動
き
が
加
速
し
て
い
く
と
と
も

に
、
事
業
会
社
毎
の
現
場
力
・
商
品
力
の
強
化

が
、
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
環
境
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
年
度
は
例
年
と
違
い
、
社
会
情
勢
と
企
業

業
績
と
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
伴
う
環
境
下
で

の
交
渉
と
な
り
ま
す
が
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
要

求
方
針
に
基
づ
き
、
各
単
組
の
状
況
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
労
連
と

し
て
の
要
求
項
目
・
水
準
を
あ
る
程
度
一
定
の

範
囲
に
定
め
る
と
共
に
、
賃
金
以
外
の
労
働
条

件
に
つ
い
て
も
、
実
態
を
横
並
び
で
比
較
・
点

検
す
る
な
ど
、
経
営
と
の
交
渉
を
進
め
や
す
い

環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
後
、
単
組
ご
と
に
具
体
的
な
要
求
案
策

定
に
向
け
た
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す

が
、
労
連
全
体
で
成
果
の
上
が
る
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＜各単組の要求基準（ＵＡゼンセン基準に則る）＞

イトーヨーカドー労働組合
ヨークマート労働組合
ヨークベニマル労働組合
赤ちゃん本舗労働組合
そごう・西武労働組合
ライフフーズ労働組合
セブン＆アイ・フードシステムズ
労働組合

全丸大労働組合

サンエー労働組合
シェルガーデン労働組合

ロフト労働組合

賃金体系（カーブ）維持分＋、所定内賃金の１％
以上または２,５００円以上の賃上げ（ベア）

一人平均９,５００円を中心とした要求とする。
※「中心」における下限幅は、１,０００円とする。
ベア１％以上または２,５００円以上＋体系維持
分＋格差是正２,０００円程度
一人平均９,５００円基準：「ベア１％以上または
２,５００円以上＋７,０００円（昨年取り組んだ水準）」
一人平均7,500円基準：「ベア％以上または
2,500円以上＋5,000円程度（体系維持分）

＜ＵＡゼンセン各部門・部会別情勢＞

食品関連

ＧＭＳ関連

百貨店

専門店ベビー用品

フードサービス

ドラックストアやコンビニエンス等の他業界との競争が激化に加え、原材料高、
光熱費、負担増により利益を圧迫。２０１３年度は６月を除くと前年割れが続く

低価格の衣料専門店の台頭に伴い、利益率の高い衣料品部門を縮小、食品
売場を拡張してきたが、効果が出ていない。

株高を軸にした資産価格の高騰があり、バックなどブランド商品や宝飾品、
時計などの高額品を中心に好調。一方で婦人を中心とした衣料品は苦戦を
強いられ、大都市圏以外の百貨店は厳しい。

国内の少子化傾向は止まらず、育児・ベビー用品市場は逆風。消耗品を中
心に流通各社のプライベートブランドが増加。低価格圧力強まる。

ファーストフードとの競争激化で００年以降不振が続いたが、リストラ効
果やゆっくり食事をしたい消費者を取り込んで客足が戻ってきており、低
迷期を脱しつつある。
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「架け橋」
セブン＆アイグループファミリーの思いを一つに・・・

セブン＆アイグループ労連に集う「１１」の組合をご紹介します。

セブン＆アイグループ労働組合連合会は、労連と組合、組合と組合、組合と組合員、
組合員とその家族はもちろんのこと、多くのお客様とのつながりをもちつづけたい。
そういった思いを大切にしていきたいと考えています。

私たち、セブン＆アイグループ労働組合連合会は、今年で結成３５年となりました。
イトーヨーカドー労働組合、デニーズジャパン労働組合、ヨークフードサービス労働組合、３つ
の組合からスタートした労連も、３５年の年月を経て大きく組織も拡大し現在では、１１の組合、
約６３，０００名を超える組合員で構成されています。
今回は、一つひとつの組合についてのご紹介をしていきます。

　

１
９
７
０
年
に
結
成
し
た
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
労
働
組
合
は
、
今
期
で
44
年
目
に
な
り

ま
す
。
一
昨
年
に
は
週
20
時
間
以
上
の
パ
ー

ト
ナ
ー
社
員
も
仲
間
に
加
え
、
組
合
員
数
約

３
７
、０
０
０
名
の
組
織
と
な
り
ま
し
た
。
人
員

構
成
の
８
割
が
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
で
あ
り
、
パ
ー

ト
ナ
ー
社
員
が
活
躍
で
き
る
体
制
づ
く
り
こ
そ

が
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
の

思
い
か
ら
、
各
種
座
談
会
・
研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
パ
ー
ト
ナ
ー
組
合
員
に
参
加
し
て
頂
け
る

活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

今
期
は
石
合
弘
二
中
央
執
行
委
員
長
を
は
じ

め
と
し
た
三
役
、
中
央
執
行
委
員
45
名
、
ブ
ロ
ッ

ク
長
37
名
、
パ
ー
ト
ナ
ー
専
門
委
員
29
名
、
各

支
部
の
支
部
代
表
委
員
長
１
８
７
名
が
組
合
員

の
参
加
拡
大
、
身
近
な
活
動
を
目
指
し
、「
Ｓ
Ａ

Ｎ
Ｋ
Ａ
！
～
参
加
か
ら
、
は
じ
ま
る
組
合
活
動

～
」
を
活
動
方
針
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
労
働
組
合

三
つ
の
基
本
的
な
考
え
方

　

私
た
ち
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
労

働
組
合
は
、
過
去
か
ら
変
わ
る

こ
と
の
な
い
「
三
つ
の
基
本
的
な

考
え
方
」
を
大
切
に
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は

イトーヨーカドー労働組合

２
０
１
４
年
度
の
活
動
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

「
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
」「
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
」
そ
の
時
々
の
時
代
環
境
、
先
々

の
環
境
変
化
を
正
し
く
捉
え
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

■
Ｉ
Ｙ 

Ｉ
Ｓ
Ｍ　

─
ア
イ
ワ
イ
・
イ
ズ
ム
─

　

結
成
40
周
年

を
機
に
「
Ｉ
Ｙ

　

Ｉ
Ｓ
Ｍ
」
を

提
唱
し
、
取
り

組
ん
で
い
る
呼

称
で
す
。「
Ｉ
Ｙ

　

Ｉ
Ｓ
Ｍ
」
を

基
本
と
し
た
生

産
性
向
上
活
動

を
重
点
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

■
活
動
の
基
点

を
支
部
へ

　

２
０
１
４
年

度
は
「
支
部
活

動
」
を
重
点
に

置
き
、
１
つ
１
つ
の
活
動
を
丁
寧
に
行
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
場
所
で
組
合
活
動

を
展
開
し
、
そ
こ
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
環

境
を
つ
く
り
ま
す
。

イトーヨーカドー労働組合
三つの基本的考え方

＊
２
０
１
４
年
度

　
　
　
　

活
動
方
針
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ヨークマート労働組合

ヨ
ー
ク
マ
ー
ト
っ
て
？
？
？　
　

　

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
に
会
社
設

立
、
初
代
社
長
は
現
在
の
伊
藤
雅
俊
名

誉
会
長
で
す
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
マ
ー
ク
は
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
の
「
鳩
」
の
マ
ー
ク
と
同
様

で
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
が
異
な
り

ま
す
。
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
さ
ん
と
似

て
い
ま
す
が
、
実
は
緑
と
赤
の
位
置
が
逆
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
首
都
圏
に
75
店
舗
、
組
合
員
は
約
２
、

８
０
０
名
（
店
舗
で
は
副
店
長
ま
で
）、
全
従
業

員
約
６
、０
０
０
名
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

ズ
労
働
組
合
は
、
今
期
で
結
成
７
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

現
在
の
組
合
員
数
は
約
６
、４
０
０
名
。
全
国

各
地
の
約
８
６
０
事
業
所
で
働
い
て
お
り
、
デ

ニ
ー
ズ
、
フ
ァ
ミ
ー
ル
、
社
員
食
堂
、
ポ
ッ
ポ
、

専
門
店
な
ど
、
会
社
の
業
態
や
地
域
ご
と
に
ブ

ロ
ッ
ク
、
支
部
を
設
け
て
、
20
ブ
ロ
ッ
ク
、
68

支
部
体
制
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

山
根
秀
敏
中
央
執

行
委
員
長
を
は
じ
め

と
し
た
三
役
、
中
央

執
行
委
員
21
名
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
20
名
と
、

特
別
中
央
執
行
委
員

７
名
、
各
支
部
の
支

部
役
員
１
３
４
名
が

組
合
員
を
リ
ー
ド

し
、「Challenge　

A
LL　

７
Ｆ

Ｓ　

～
労
働
環
境
改
善
と
組
合
活

動
全
員
参
加
へ
挑
戦
し
よ
う
～
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
組
合
員
が
一

丸
と
な
っ
て
「
挑
戦
」
を
続
け
て

い
ま
す
。

◆
今
期
の
目
玉
活
動

「
７
Ｆ
Ｓ　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

２
０
１
７
」

セブン＆アイ・フードシステムズ
労働組合

　

７
Ｆ
Ｓ
労
働
組
合
が
ま
も
な
く
10
周
年
を
迎

え
る
中
、
先
を
見
据
え
た
指
針
と
し
て
「
７

Ｆ
Ｓ　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

２
０
１
７
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

現
場
の
私
た
ち
が
自
ら
の
手
で
職
場
を
、
組

合
を
、
本
当
に
信
頼
で
き
る
場
所
に
変
え
て
い

く
た
め
の
具
体
的
な
目
標
と
計
画
で
す
。

　
「
安
心
」「
感
謝
」「
誇
り
」　

組
合
員
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
心
を
持
っ
て
、
信
頼
で
き
る
誠
実

な
職
場
を
私
た
ち
の
手
で
作
っ
て
い
け
る
よ
う
、

今
期
「
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

７
Ｆ
Ｓ
の
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
と
生

活
が
充
実
し
、「
こ
の
会
社
に
入
っ
て
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
「
挑
戦
」

を
続
け
ま
す
！

組
合
結
成

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
９
月
８
日

１
９
８
０
年
の
主
な
出
来
事

★
そ
の
他　

王
貞
治
引
退
、
大
平
首
相
急
死
、

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
元
年
、
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
（
出
場
ボ
イ
コ
ッ
ト
）

　

ヨ
ー
ク
マ
ー
ト
労
働
組
合
は

１
９
８
０
年
９
月
８
日
に
結
成

し
店
舗
24
支
部
本
部
１
支
部
で

ス
タ
ー
ト
。

　

現
在
は
３
代
目
に
な
る
細
谷

良
蔵
委
員
長
を
中
心
に
約
２
，

８
０
０
名
の
組
合
員
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

結
成
当
時
の
正
社
員
組
合
員

の
休
日
は
「
週
休
１
日
」
で
あ

り
、「
週
休
２
日
制
」
へ
の
実

現
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

結
成
当
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
明
る
く
、
笑
顔

で
、
元
気
よ
く
」
こ
れ
は
結
成

以
来
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

ヨークマート労働組合の恒例レクイベント

ラフティング プロ野球観戦 地曳網

山口百恵結婚ゲームウォッチ発売

ジョンレノン暗殺爆笑王死去
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私
た
ち
サ
ン
エ
ー
労
働
組
合
は
今
期
で
結
成

28
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
サ
ン
エ
ー
と
は
宮
城

県
、
石
巻
市
に
あ
る
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
石
巻
あ

け
ぼ
の
店
内
で
家
庭
用
品
と
食
品
を
扱
う
ス
ー

パ
ー
で
す
。

　

１
店
舗
、
１
事
業
所
の
為
組
合
員
数
は
社
員

14
名
、
パ
ー
ト
ナ
ー
89
名
の
計
１
０
３
名
の
小

さ
い
組
合
組
織
で
す
。

　

後
藤　

裕
中
央
執
行
委
員
長
を
中
心
に
三
役

で
常
に
組
合
員
の
顔
が
見
え
る
ま
た
組
合
員
の

顔
を
見
な
が
ら
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
期
の
活
動
の
柱

今
期
の
活
動
の
柱
と
し
て｢

笑
顔

｣
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

１
店
舗
、
１
事
業
所
し
か
な
い

我
々
の
組
合
は
常
に
組
合
員
の
顔

が
見
え
ま
す
。
我
々
が
ま
ず
は
笑

　

私
た
ち
全
丸
大
労
働
組
合
は
、

　
「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
丸
大
」
と
し
て
、
新
潟
県

内
の
新
潟
店
・
長
岡
店
・
柏
崎
店
の
計
３
店
舗

で
働
い
て
る
仲
間
と
、
現
在
Ｉ
Ｙ
へ
出
向
し
て

い
る
仲
間
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
組
合
員
数
は
約
４
３
０
名
。

地
場
の
ス
ー

パ
ー
と
し
て

お
客
様
か
ら

は
「
丸
大
デ

パ
ー
ト
」
と

し
て
呼
ん
で

い
た
だ
け
る

地
元
密
着
型

の
店
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

桑
野
和
浩

中
央
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
と
し
た
三
役
・
中

央
執
行
委
員
９
名
と
、
各
店
の
支
部
役
員
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
の
結

成
は
１
９
８
３

年
で
、
今
期
結

成
31
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

サンエー労働組合

全丸大労働組合

顔
で
組
合
員
に
接
す
る
事
で
組
合
員
も
自
然
に

笑
顔
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
会
話
や
相
談
な
ど｢

頼
ら
れ
る
組
合｣

｢

信
頼
で
き
る
組
合｣

｢

安
心

で
き
る
組
合｣

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

心
か
ら
の
笑
顔
を
組
合
員
全
員
が
意
識
す
る

事
に
よ
り
行
動
が
変
わ
り
生
活
が
変
わ
り
や
が

て
自
分
の
運
命
ま
で
も
変
わ
る
。
そ
れ
が
職
場

環
境
に
お
い
て
も
組
合
員
の
行
動
力
に
つ
な

が
り｢

や
り
が
い｣

や｢

充
実
感｣

｢

達
成
感｣

に
結
び
つ
く
よ
う
な
職
場
を
目
指
し
て
私
達
１

人
１
人
が
活
動
を
取
り
組
め
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

サ
ン
エ
ー
の
組
合
員
の
一
員
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
組
合
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

が
ん
ば
ろ
う
石
巻
　

が
ん
ば
ろ
う
サ
ン
エ
ー
労
働
組
合

　

組
織
的
に
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
人

一
人
の
組
合
員
の
顔
が
見
え
る
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

支
部
で
の
独
自
企
画
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
店
休
日
が
な
く
な
り
、
な
か
な
か
大
勢
で

集
ま
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
組
合

員
が
３
人
以
上
集
ま
る
企
画
や
、
組
合
員
同
士

や
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
の
た
め

に
映
画
鑑
賞
を
勧
め
た
り
と
そ
の
時
々
の
組
合

員
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
日
々

の
積
み
重
ね
で
、
組
合
と
し
て
も
、
声
を
か
け

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
る
組
織

で
す
。

　

ぜ
ひ
新
潟
に
来
た
際
は
、「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

丸
大
」「
全
丸
大
労
働
組
合
」
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

今期より４代目中央執行委員長　渥美　勝か
ら５代目新中央執行委員長にバトンタッチ

サンエー労働組合
５代目中央執行委員長　後藤　裕

現在の丸大労組執行部組合結成 30 周年事業イベント開催

ＩＹ労組のスプリング
フェスタに参加

組合イベント in 会津

ＩＹ労組とサンエー労組で連携して取り組んだ「支部研修会」
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初
め
ま
し
て
～
み
な
さ
ま
。		



　

 

我
々
、
赤
ち
ゃ
ん
本
舗
労
働
組
合
は
、
今
年

で
35
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。		



　

約
８
０
０
名
の
組
合
員
で
構
成
し
て
お
り
、

15
名
の
中
央
執
行
委
員
が
11
ブ
ロ
ッ
ク
を
篠
原

中
央
執
行
委
員
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
強
固

な
組
織
を
形
成
し
て
い
ま
す
。			



　

今
期
の
課
題
と
し
て
、『
組
織
の
確
立
と
活
動

の
見
え
る
化
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
、
皆

様
の
頑
張
り
が
き
ち
ん
と
報
わ
れ
る
よ
う
に
邁

進
し
ま
す
。

≪

組
合
の
結
成
・
歴
史≫

・
昭
和
54
年
４
月
25
日　

Ｆ
Ｋ
Ｂ
ユ

ニ
オ
ン
連
合
会
と
と
も
に
誕
生
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
労
連
に
籍
を
置

き
、上
部
団
体
は
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
。

・
平
成
７
年
８
月　

Ｆ
Ｋ
Ｂ
ユ
ニ

オ
ン
連
合
会
組
織
変
更
の
実
施
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
労
連　
「
Ｆ
Ｋ

Ｂ
業
種
委
員
会
」
と
な
る
。

・
平
成
16
年　

赤
ち
ゃ
ん
本
舗
労

働
組
合
と
し
て
は
初
の
専
従
委

員
長
誕
生
（
奥
田
勝
久
）。

・
平
成
19
年
10
月　

セ
ブ
ン
＆
ア

イ
労
働
組
合
連
合
会
に
加
盟
。

　
　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
労

働
組
合
は
、
２
０
１
４
年

度
の
活
動
方
針
「
と
も
に

進
も
う
、
み
ん
な
の
た
め

に
」
を
ベ
ー
ス
に
、
約
６
、

５
０
０
名
の
「
な
か
ま
」
が
【
ゆ
と
り
・

ゆ
た
か
さ
・
い
き
が
い
】
の
実
現
に

向
か
い
日
々
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、「
な
か
ま
」

は
毎
月
発
行
さ
れ
る
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ

ル
労
働
組
合
の
機
関
誌
名
で
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
度
、
労
連
機

関
誌
の
名
称
が
「
な

な
い
ろ
」
に
決
定
し

ま
し
た
。
で
は
、
ヨ
ー

ク
ベ
ニ
マ
ル
労
働
組

合
っ
て
、
ど
ん
な
色
な
の
で
し
ょ

赤ちゃん本舗労働組合

ヨークベニマル労働組合

・
平
成
20
年
10
月　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
労
働
連
合
会

か
ら
脱
退
。

・
平
成
24
年
10
月　

奥
田
勝
久
か
ら
篠
原
稔
へ
交

代
。	

 ≪

２
０
１
４
年
度　

活
動
方
針≫

	

☆
組
合
活
動
の
見
え
る
化
と
支
部
活
動
の
強
化	

　

支
部
活
動
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
イ
ベ
ン
ト
等
）

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
為
に
、
勉
強
会
の

実
施
や
７
＆
ｉ
労
連
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
お
こ
な
う
。

☆
教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
充
実	

　

各
支
部
三
役
の
教
育
に
注
力
し
、
組
織
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。	

	
	

	
	

	
	

	

	
	

	
	

	
	

	
	

う
か
？｡

答
え
は
、
色
々
。
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

労
働
組
合
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
想
い
や
考
え
、

意
見
を
大
切
に
し
ま
す
。
役
職
や
年
齢
、
経
験

の
あ
る
無
し
に
関
わ
ら
ず
、
皆
が
思
っ
た
こ
と

を
言
え
る
。
そ
ん
な
風
土
が
昔
（
来
年
で
結
成

40
年
）
か
ら
あ
り
ま
す
。
～
み
ん
な
ち
が
っ
て
、

み
ん
な
い
い
～
な
ん
で
す
ね
♪

　

こ
れ
ま
で
組
合
活
動
の
歴
史
を

作
っ
て
き
て
く
れ
た
諸
先
輩
か
ら
受

け
継
い
で
い
る
、
大
切
な
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
～
「
そ
の
場
全
力
」
～

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
労
働
組
合
の
メ

ン
バ
ー
と
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
労
連
各

単
組
の
皆
さ
ん
！
わ
か
る
で
し
ょ
ー
っ
！
！
や

る
と
き
は
や
る
ん
で
す
！
や
り
き
る
ん
で
す
！

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
会
も
、
ゾ
ー
ン
労

使
協
議
会
も
、
パ
ー
ト
さ
ん
が
企
画
す
る
座
談

会
や
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
て
、
と
こ
と
ん
や
る
ん
で

す
。
最
後
ま
で
や
り
き
る
ん
で
す
。

　

そ
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

労
働
組
合
を
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
「
ら

し
さ
」
伝
わ
っ
た
か
な
…	

ヨークベニマル労働組合の…

なかま
色

習わし

ＩＹ労組のスプリングフェスタに参加
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ラ
イ
フ
フ
ー
ズ
労
働
組
合
は
、
今
期
で
結
成

26
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
の
組
合
員
数
は
約
１
７
０
０
名
。
ヨ
ー

ク
ベ
ニ
マ
ル
各
店
、
そ
し
て
４
つ
の
生
産
工
場

（
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）
と
本
部
の
す
べ
て
に
支
部
長

を
配
置
し
、
１
９
３
支
部
、
13
ゾ
ー
ン
体
制
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
善
一
郎
中
央
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
と

し
た
四
役
と
中
央
執
行
委
員
16
名
、
特
別
中
央

執
行
委
員
12
名
、
ゾ
ー
ン
議
長
20
名
、
各
支
部

の
支
部
長
１
９
３
名
が
組
合
員
を
リ
ー
ド
し
、

「
自
ら
考
え
、
自
ら
気
づ
き
、
自
ら
変
わ
る
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
「
行

動
」
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合
」
は
１
９
５
２

年
に
結
成
さ
れ
た
全
そ
ご
う
労
働
組
合
と

１
９
５
４
年
に
結
成
さ
れ
た
西
武
百
貨
店
従
業

員
組
合
が
源
流
と
な
り
、
両
社
の
経
営
統
合
に

先
駆
け
て
２
０
０
５
年
に
設
立
、
２
０
０
９
年

に
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
労
働
組
合
と
も

組
合
統
合
を
お
こ
な
い
、
現
在
の

形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
組
合
員
数
は
約
５
、

２
０
０
名
で
、
組
合
員
は
全
国
各

地
の
24
の
百
貨
店
店
舗
と
２
つ
法

人
外
商
事
業
所
お
よ
び
関
連
会
社

な
ど
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
特
徴
と
し
て
は
、
支
部

の
活
動
に
重
き
を
置
い
て
お
り
、

支
部
執
行
部
が
中
心
と
な
り
、
自

分
た
ち
で
対
話
活
動
や
能
力
開
発

企
画
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な

ど
を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
と
り
わ
け
「
な
り
た
い
自

分
へ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
」
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
競
合
店

調
査
時
の
交
通
費
支
援
や
資
格
取

得
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
関
わ
る
補

ライフフーズ労働組合

そごう・西武労働組合

～
今
期
の
活
動
～

「
初
心
不
可
忘
」
…

も
の
の
見
方
は
、

一
方
か
ら
見
る
こ

と
で
は
な
く
、
四

方
八
方
、
上
か
ら

下
か
ら
見
て
、
考

え
、
気
づ
き
、
変

わ
る
こ
と
。

　

あ
る
技
術
を
身

に
つ
け
た
ら
、
そ

の
業
（
わ
ざ
）
は

後
々
に
取
り
出
し

て
、
ま
た
再
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
業
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
技
術

の
「
格
」
も
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
新
し
い
こ

と
を
学
ん
だ
り
、
経
験
し
た
り
し
た
そ
の
度
ご

と
に
生
じ
て
い
る
技
術
は
、
そ
の
と
き
だ
け
に

し
な
い
で
洗
練
さ
れ
た
業
と
し
て
繰
り
返
し
磨

く
こ
と
が
不
可
忘
で
あ
る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
理
念
「
ひ
と
り
は
み
ん
な
の
た

め
に
、み
ん
な
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」
を
忘
れ
ず
、

組
合
員
さ
ん
が
主
役
と
な
っ
て
意
見
を
出
し
合

い
、
働
き
が
い
、
や
り
が
い
の
あ
る
環
境
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

助
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■
第
10
期
活
動
テ
ー
マ
：

「
仲
間
と
と
も
に
安
心
で
き
る
職
場
を
つ

く
り
、
未
来
に
向
け
て
行
動
し
よ
う
！
」

　

こ
の
活
動
テ
ー
マ
に
は
、
個
人
の
力
を
高
め

て
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
結
集
し
、
組
織
の
力

と
し
て
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
を
実
現
す
る

た
め
に
三
つ
の
柱
が
あ
り
、
一
つ
目
は
、
課
題

解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
風
土
醸
成
。
二
つ
目

は
、
な
り
た
い
自
分
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

能
力
開
発
活
動
。
三
つ
目
は
、
安
心
し
て
働
け

る
職
場
環
境
づ
く
り
で
す
。
と
り
わ
け
、
安
心

し
て
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
は
組
合
活
動
の

ベ
ー
ス
の
活
動
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
む
こ

と
で
、
他
の
二
つ
の
柱
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の

個
別
相
談
へ
の
対
応
や
時
間
管
理
、
そ
の
他
諸

制
度
の
整
備
を
軸
と
し
た
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

中央執行委員長　山口善一郎
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私
た
ち
、
シ
ェ
ル
ガ
ー
デ
ン
労
働
組
合
は
結

成
１
１
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
２
０
０
１
年
６
月
に
西
武
百
貨
店

労
働
組
合
の
シ
ェ
ル
ガ
ー
デ
ン
支
局
と
し
て
設

立
し
、
２
０
０
３
年
９
月
に
西
武
百
貨
店
労
働

組
合
よ
り
独
立
し
、
今
ま
で
の
活
動
に
い
た
り

ま
す
。

　

現
在
、
組
合
員
は
正
社
員
１
３
４
名
・
パ
ー

ト
ナ
ー
５
０
４
名
、
合
計
６
３
８
名
に
な
り
ま

す
。

　

店
舗
の
代
表
で
あ
る
職
場
区
は

２
２
職
場
区
で
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。

◆
活
動
テ
ー
マ　
「
自
分
た
ち
の

組
合
と
職
場
を
対
話
と
行
動
力
で

変
え
て
行
こ
う
！
」

～
個
人
の
パ
ワ
ー
を
全
体
の
パ

ワ
ー
へ
～

　

私
た
ち
「
ロ
フ
ト
労
働
組
合
」
は
、

２
０
０
３
年
9
月
19
日
に
西
武
百
貨
店
労

働
組
合
（
現
そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合
）

か
ら
独
立
し
た
、
今
期
で
結
成
11
年
目
を

迎
え
た
若
い
組
織
で
す
。

現
在
の
組
合
員
数
は
８
１
４
名
（
男
性

３
５
１
名
、
女
性
４
６
３
名　

２
０
１
３

年
12
月
現
在
）。
北
は
旭
川
、
南
は
福
岡
ま

で
全
国
に
77
店
舗
を
構
え
、
事
業
所
サ
イ

ズ
で
19
支
部
、
60
職
場
区
に
分
か
れ
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
期
よ
り
就
任
し
た
速
水
恵
美
執
行
委

員
長
（
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
労
連
初
の
女
性
委

員
長
）
を
は
じ
め
と
し
た
執
行
役
員
11
名

と
支
部
長
19
名
、
職
場
委
員
90
名
を
中
心

に
、
第
10
期
に
策
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
も

と
づ
き
組
合
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

☆
11
名
の
執
行
部
（
下
）
で
す
。
店
舗

や
労
連
活
動
な
ど
様
々
な
場
面
で
皆
様
と

お
会
い
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
ロ
フ
ト

ン
」
と
あ
わ
せ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
期
の
主
な
活
動
は
「
時

給
制
社
員
の
組
織
化
」と「
ビ

ジ
ョ
ン
を
具
体
的
活
動
と
し

て
ス
タ
ー
ト
」
で
す
。

組
織
化
の
対
象
者
約1,400

名
は(

株)

ロ
フ
ト
の
全
従

業
員
の
過
半
数
を
占
め
、
店

頭
で
中
心
と
な
っ
て
働
い
て

い
る
方
々
で
す
。
こ
の
ロ
フ

ト
を
支
え
る
方
々
が
働
く
上

シェルガーデン労働組合

ロフト労働組合

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
企
画

で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
会
社
に
伝

え
て
い
く
こ
と
で
、
会
社
全
体
が

従
業
員
に
と
っ
て
自
己
実
現
が
で

き
る
場
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
で
き
る
の
は
労

働
組
合
だ
け
だ
と
強
く
信
念
を
持

ち
、
今
期
中
に
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ

プ
協
定
の
締
結
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
も
と
づ
き
、「
組
合
員

が
自
ら
企
画
し
参
加
す
る
企
画
」

の
具
体
化
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま

す
。■

今
後
5
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン

ゆ
た
か
な
笑
顔
が
キ
ラ
め
い
て
い
る

■
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

ゆ　
　

た　
　

か　
　

な

Ｙ
Ｕ　

Ｔ
Ａ　

Ｋ
Ａ　

Ｎ
Ａ

～
イ
ロ
ト
リ
ド
リ
の
夢
に
向

か
っ
て　

自
己
を
高
め　

感
謝

の
気
持
ち
で
支
え
合
い　

仲
間

と
共
に　

豊
か
な
未
来
へ
～

■
活
動
の
柱

経
営
対
策
活
動
： 

Ｙ
Ｕ　
（
夢
）

…
ビ
ジ
ョ
ン　
「
未
来
を
つ
く
る
」

人
材
育
成
活
動
： 

Ｔ
Ａ　
（
高
）
…

チ
ャ
レ
ン
ジ　
「
一
歩
踏
み
出
す
」

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
：
Ｋ
Ａ　

（
感
）
…
サ
ポ
ー
ト　
「
和
を
広
げ
る
」

伝
え
る
活
動
： 

Ｎ
Ａ　
（
仲
）・
・
・

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ　
「
絆
を
深
め
る
」
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「
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
労
連
リ
ー
ダ
ー
役
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催
さ
れ
る
」

＝
将
来
の
組
合
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
メ
ン
バ
ー
19
名
が
各
組
合
よ
り
参
加
!!
＝

　

今
年
度
も
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
労
連

主
催
の
「
労
連
リ
ー
ダ
ー
役
員
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
各
組

合
の
将
来
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
役
員
を
対
象
に
、

年
４
回
開
催
日
程
に
て
実
施
し
て
い
る
活
動
で

す
。
今
回
は
、
第
２
回
目
が
、
１
月
28
日
～
29

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
ご
報
告
を

い
た
し
ま
す
。

【
リ
ー
ダ
ー
役
員
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
】

■
労
連
各
組
合
の
将
来
を
担
う
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
役
員
育
成

■
物
事
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
を
養
い
現

状
を
見
つ
め
直
す

■
相
互
に
活
動
に
関
す
る
相
談
や
議
論
が

で
き
る
人
間
関
係
づ
く
り

■
外
部
セ
ミ
ナ
ー
・
外
部
講
義
よ
り
自
己

ス
キ
ル
向
上
に
つ
な
げ
る

第
２
回
労
連
リ
ー
ダ
ー
役
員
セ
ミ
ナ
ー

と　

き
：
２
０
１
４
年
１
月
28
日
〜

と
こ
ろ
：
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
中
央
教
育
セ
ン

タ
ー
・
友
愛
の
丘
（
岡
山
）

　

参
考
Ｖ
Ｔ
Ｒ
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

仕
事

ハ
ッ
ケ
ン
伝
」
を
器
材
と
し
、
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
仕

事
体
験
を
分
析
し
、
抽
象
的
な
対

話
を
具
体
化

す
る
た
め
の

考
え
方
や
ス

キ
ル
、
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
学

ん
だ
。

　

会
話
を
具
体
的
に
掘
り
下
げ
る

（
チ
ャ
ン
ク
ダ
ウ
ン
）
た
め
に
、
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
や
ワ
ー
キ
ン
グ
を
実

施
し
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
技
術
を
体

感
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
共
有
し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、
午
後
か
ら
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
ま

ず
は
エ
ゴ
グ
ラ
ム
（
交
流
分
析
）
を

使
っ
て
自
分
の
傾
向
を
知
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
高
い
人

は
「
聞
き
上
手
」
で
あ
り
、
上
手
な

話
の
聞
き
方
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を

学
ん
だ
。

　

信
頼
関
係
を
つ
く
る
傾
聴
ス
キ
ル

の
基
本
を
練
習
し
、
お
互
い
で
体
感
。

最
後
に
、
褒
め
る
・
肯
定
的
に
捉
え

る
技
術
と
し
て
「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」

を
学
ん
だ
。
具
体
的
な
事
例
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
に
応
対
す
る
べ
き
か

グ
ル
ー
プ
で
討
議
し
、
講
師
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。

　組合活動にとって、人間関係が財産であり、
今セミナーにおいても出会いや繋がりを大切に
育んで欲しい。
また、組合役員の心得として、三つの目（虫の目・
鳥の目・魚の目）を持ち、「部分・全体・流れ」
を意識した上で、リーダーとしての判断をする
べきであると挨拶を頂いた。

■山根副会長あいさつ

　今年度の賃闘に向けた社会情勢、相場形成の
リード役となる産業の変遷。
　そして、「労働組合」が助け合い活動を目的
とした友愛会の運動（民主的労働運動）から始
まり、２５年前の連合結成などの歴史、そして
組合リーダーとしての「心構え」についてご講
義を頂いた。

　メーデーの起源、ＪＰスチーブン社に対する
不買運動、富岡製糸場で起こった女工達のス
トライキなど、過去の歴史に触れた後、つい最
近まで続いていた山田紡績訴訟について学び、
数々の労働争議が決して過去の話ではないこと
を認識した。

　労働組合の組織運営、執行機関の役割、組織
活動の領域についてなど、基本的な要素を、そ
れぞれ言葉の意味や仕組みを映像教材で学ん
だ。
また、組合員の権利と義務について、役員から
の広報や教育が必須であり、情熱を燃やす「リー
ダー」の必要性を感じた。

■内堀センター長講義■友愛記念館見学・講義■労働組合の組織と運営について

労連機関誌「なないろ」を考えて頂いた仲間をご紹介します。
機関誌「なないろ」に込めた思い

　セブン＆アイグループ労働組合連合会の機関誌

が創刊されるにあたり、機関紙名の公募があると

聞きました。長くイトーヨーカドー労働組合の組

合員として、また時には組合役員として、活動にも携わってきたこ

とで、労連の仲間の皆さんを身近に感じてくることができました。

　「なないろ」は①セブンの「なな」、②アイの「い」、③労連の「ろ」

の頭文字をとり、労連を象徴できる語呂合わせとして、そして虹の

イメージで労連にあるそれぞれの労働組合が組合員や会社との「架

け橋」としてその役割を果たせるようにとの思いを込めました。

私が今回「なないろ」に込めた思いは「多

様性の受容」に他なりません。セブン＆ア

イ労連はグループ各社の 11 労組による組

織です。その中身は正に千差万別、多様な業種が集まって

います。その一つ一つが互いの色を尊重しあい、協力しあ

う事で、苦難があっても雨後に現れるきれいな虹のような

存在であるようにとの願いも込めた名前です。どうか、皆

様に末永く愛され、その色合いが増々増えていく事を願っ

てやみません。

イトーヨーカドー労働組合　屯田支部
前田　幸雄（商品管理Ｍｇｒ）

ロフト労働組合　
書記次長　浅水　宏一郎

講師：佐藤　久美氏

傾
聴
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
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な
ぜ
？
今
、『
消
費
税
増
税
』
が
必
要
な
の

　

１
９
９
７
年
以
来
、
17
年
ぶ
り
と
な
る
消
費

増
税
が
２
０
１
４
年
４
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
私

た
ち
の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
小
売
・
外

食
産
業
に
と
っ
て
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と

は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
そ
の
よ

う
な
意
味
で
私
た
ち
に
大
変
身
近
な
消
費
増
税

に
つ
い
て
、「
な
ぜ
今
、
消
費
増
税
が
必
要
な
の

か
？
」
を
解
説
し
ま
す
。

肩
車
型
の
社
会
へ
…
少
子
高
齢
化

の
急
激
に
進
む
日
本

　

日
本
は
、
１
９
６
５
年
に
は
１
人
の
お
年

寄
り
を
約
９
人
で
支
え
る
「
胴
上
げ
」
型
の

社
会
で
し
た
が
、
今
や
支
え
手
が
３
人
弱
に

減
少
す
る
「
騎
馬
戦
」
型
の
社
会
に
な
り
ま

し
た
。
今
後

も
支
え
手
の

減
少
は
続
き
、

２
０
５
０
年
に

は
１
人
が
１
人

を
支
え
る
「
肩

車
」
型
の
社
会

に
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
う
し
た

社
会
の
変
化
を

踏
ま
え
、
給

付
・
負
担
を
人

口
構
成
の
変
化

に
対
応
し
た
も

の
と
す
る
こ
と

が
急
が
れ
て
い

ま
す
。

社
会
保
障
費
の
増
大
と
国
家
財
政

の
悪
化

　

社
会
保
障
の
費
用
は
国
の
財
政
の
大
き
な
部

分
を
占
め
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
税
収
は
歳
出
に
対
し
て
大
幅
に
不
足
し
国

の
歳
入
の
約
半
分
を
借
金
に
頼
る
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
借
金
の
残
高
は
す

で
に
歴
史
的
に
も
国
際
的
に
も
最
悪
の
水
準
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
世
代
に
過

重
な
借
金
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
上
げ
る
の
が
消
費
税
な
の

か
、
と
い
う
と
、　

今
後
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

現
役
世
代
が
急
激
な
ス
ピ
ー
ド
で
減
っ
て
い
く

一
方
で
、
高
齢
者
は
増
え
て
い
く
た
め
、
現
役

世
代
な
ど
特
定
の
者
に
負
担
が
集
中
せ
ず
、
若

者
か
ら
高
齢
者
ま
で
国
民
全
体
で
広
く
負
担
す

る
消
費
税
が
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
社
会
保

障
の
財
源
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
で
み
る
と
、
所
得

税
や
法
人
税
の
税
収
は
不
景
気
の
と
き
に
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
消
費
税
は
毎
年
10
兆
円
程
度

の
税
収
が
続
い
て
お
り
、
経
済
動
向
に
左
右
さ

れ
に
く
い
税
と
言
え
ま
す
。

 

私
た
ち
の
対
応

　

消
費
増
税
は
、
生
活
だ
け
で
は
な
く
、
私
た

ち
が
働
く
小
売
・
外
食
産
業
に
も
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
過
去
の
消
費
増
税
時
に
は
増
税
直
前

に
駆
け
込
み
需
要
が
発
生
し
、
増
税
後
に
消
費

が
減
少
す
る
と
い
う
現
象
も
起
き
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
付
け

替
え
等
、
様
々
な
事
務
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
こ
と

も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、
価
格
表

示
に
つ
い
て
は
、
特
例
措
置
と
し
て
２
０
１
７

年
３
月
ま
で
の
期
限
付
き
で
税
込
表
示
だ
け
で

は
な
く
税
抜
き
表
示
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
お
客

様
の
立
場
に
立
っ
て
、
税
抜
・
税
込
の
併
記
を

行
う
こ
と
を
す
で
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

第 1 回
なないろ特集

　

日
本
の
人
口
は
近
年
、
横
ば
い
で
あ
り
、
人

口
減
少
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
２
０
６
０
年

に
は
総
人
口
は
９
０
０
０
万
人
を
割
り
込
み
、

65
歳
以
上
の
国
民
の
割
合
が
40
％
を
超
え
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
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